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1．本校について

	 本校は、中高一貫校であり、高等学校ではその教育

活動を発展的に行う併設型中高一貫校である。

	 卒業時の生徒像として、グラデュエーションポリシー

があり、それぞれにカリキュラムポリシーがある。中

高一貫というのは、教科での取り組みが主軸となり、

その役目を果たしている。

1-1. グラデュエーションポリシー（GP）

　附属天王寺中学校においては、地区の特色である中高の一貫性を活かし、Science、 

Technology、 Engineering、Arts、Mathematics を統合する教育手法である「STEAM 教育」

を実践しながら、

①リーダー的素養すなわち、対話的・協働的に企画し実行しやり抜く力の育成

②イノベーション主導力の基礎となる力すなわち、学修者の自己効力感を伸ばすために

　多様な疑問を感じて新たな課題を見出す力の育成などの次世代型教育を行います。

　附属高等学校天王寺校舎においては、Science、 Technology、 Engineering、Arts、

Mathematics を統合した「STEAM 教育」を中高一貫の指導方針のもと行うことを通じて、

科学的リテラシーを基礎として社会変革と課題解決に貢献できるとともに、自らの人生

を豊かにする力を身に付けた人間を育てる教育を行います。

1-2. カリキュラムポリシー（CP）

　附属天王寺中学校では、実体験を重視する学習を通して各教科の基礎・基本を徹底す

るとともに生徒の学習習慣を確立させ、自ら学び続けるための自己評価を活かしたカリ

キュラムを開発します。また、教科内探究活動からさらに進んだ STEAM 教育として、自

由研究に代表されるような、教科の学力を活用した教科、横断的探究学習を実践しイノ

ベーション主導力を養います。

　附属高等学校天王寺校舎では、各教科での基本概念の習得を前提として、実物に触れ

それに即して考えることと、議論を通じて意見形成を行うこととを基礎とした学習に、

STEAM 教育を柱とした探究的活動を組み込んだカリキュラムを開発、実施します。発展

的な課題に取り組む中で、主体的 . な学びが育つ学習環境を実現しイノベーション主

導力を養います。
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1-3．中高の研究

	 中高６年間で共通して重点を置いて

いることは、各教科の授業において

の「実物体験」であり教科横断である

「STEAM 教育」を「主体的な学び」を

育成しながら行うことである。また、

中学校は、その６年間の学びのスター

トし、日々の生活習慣の基礎・基本を

大事に育てている。「質実剛健」の校

風の下、基礎学力を高め、個性を伸ば

し、協調性を養う。学び合いの精神の

中を大事にしながら、無限の可能性を

探る。好奇心を掻き立てる授業実践を

基礎に、教科行事（理科：野外実習磯

観察、保健体育：マラソン大会、英語：

暗唱大会・弁論大会）も行なっている。行事は、自主性を育てる機会として、合宿訓練、体育大会、修学旅

行、富士登山、音楽会、学芸会等の行事を通して、仲間との協力の重要性を学び、リーダーの育成、伝統を

受け継いでいく姿勢を身につけている。学校全体を導くリーダーの育成として生徒会活動があり、生徒自身

で定めた「規律規定」を遵守し、各委員会が工夫を凝らして自主的に活動している。

	 高等学校では、中学校で育まれた基礎・基本から「自主・自立・自由と責任」を、議論を通して身につけ

ることを教育目標としている。生徒の自主性と主体性を尊重しながら行事の立案が自治会を中心に実施され、

附高祭、音楽祭、長距離徒歩といった行事を教員が支えつつ、実施している。高等学校では、個人の学びの

機会を多く与えている。特に、「科学のもり」で実施されている環境論、生命論といった特設授業、またつ

くば (KEK) 研修、西はりま研修といった行事なども特徴の一つである。２年次までは必修の授業を受講し、

３年生で選択授業が始まる。文理には分かれておらず広く深く学ぶことを大事に教育課程が組まれているこ

とも特徴の一つである。

1-4．研究部の主な働き

	 1．研究学校として、教科での研究を実践し、教育研究会で発表する

	 2．実証学校として、研究の結果を研究集録としてまとめ発行する

	 3．実習学校として、大学生、大学院生を教育実習の場を提供する

	 今年度の発表 ( 図３) に関しては、中高一貫の縦軸を

教育研究会（11 月 12 日実施）で発表し、教科を超えた

学びとして教科横断の発表（3 月 27 日実施）を有志教

員で発表を行い次年度の教育研究会で教科横断をどのよ

うな形で発表するかを検討することとした。

図２　中高一貫教育
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の生活習慣の基礎・基本を大事

に育てている。「質実剛健」の校

風の下、基礎学力を高め、個性を

伸ばし、協調性を養う。学び合いの

精神の中を大事にしながら、無限の可能性を探る。好奇心を掻き立てる授業実践を基礎に、教科

行事（理科：野外実習磯観察、保健体育：マラソン大会、英語：暗唱大会・弁論大会）も行なってい

る。行事は、自主性を育てる機会として、合宿訓練、体育大会、修学旅行、富士登山、音楽会、学芸
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	 年間を通して中高で推進日（表１）を設け、教員の学びの機会を確保している。また、年間８回（各２時

間）を行事予定で確保し、小学校・中学校・高等学校の３校種の学びを学期に１度設け、天王寺地区として

の研究も行なっている。

表１．研究推進日スケジュール

【本年度の達成目標】

	 １）教科

新学習指導要領を踏まえ、以下の 3項目を（小）中高での関連性が明示されたコンピテンシーベース

のカリキュラムを作成

a「知識・技能」

b「思考力・判断力・表現力等」

c「学びに向かう力・人間性等」

	 ２）教科横断（STEAM）

	 　　グループごとに教材を作成し、実践をもとに改善。

	 ３）教育研究会（今年度：数学・英語・社会・理科・保健体育・道徳）

	 　　１）に基づいた実践報告を行い、中・高での発達段階による取り扱いの差異を明確に提示

	 ４）集録

上記の目標を中心とした研究成果を集録にまとめる

【研究テーマ】第６９回教育研究会　『コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム』

　　　　　　　教科会：コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム

　　　　　　　小中高：コンピテンシーを軸にした小中高一貫カリキュラム

第６８回附属天王寺型一貫教育　　　　〜何から始める？連携の視点を探る〜

第６７回附属天王寺型一貫教育のための ICT 機器を活用した学校運営・教育活動の模索

第６６回学びの自立をめざす評価の工夫と改善〜深い学びの実現とその評価〜

第６５回学びの自立をめざす行かの工夫と改善〜深い学びをめざす教科教育とその評価〜

第６４回学びの自立をめざす評価の工夫と改善〜アクティブラーニングとその評価〜

第６３回学びの自立を目指す評価の工夫と改善　　　　〜アクティブラーニングってなに？〜

推進日 日付 曜日 内容

推進日① 4/13 （水） 教科研究テーマの確認・教科における中高一貫教育について

推進日② 6/22 （水） 小中高Ⅰ「小中高連携について・STEAM について」

推進日③ 7/20 （水） 研修

推進日④ 9/21 （水） 教育研究会中間発表

推進日⑤ 10/13 （木） 小中高Ⅱ「小中高連携について・STEAM について」

連絡集会 11/10 （木） 教育研究会の最終打ち合わせ

推進日⑥ 11/12 （土） 教育研究会

推進日⑦ 1/25 （水） 小中高Ⅲ

推進日⑧ 3/24 （金） 研修
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推進日①

研修会　４月１３日（水） 小講堂にて

	 推進日①は本年度初回の開催であることから、本年度の達成目標、研究テーマについての発表に合わせて、

中高教員間の親睦を図ることと、ICT の実践研修の両方を目的として、Jamboard を用いたグループディスカッ

ションを行った。

	 ディスカッションのテーマは「得意・定番・昨年度のベスト授業」「不得意・課題・昨年度失敗した授業」

「本校生徒の課題」とした。Jamboard を使用したことのある教員は多くはなかったが、ホワイトボードに付

箋を貼って整理する作業が、各自のデバイス上で可能であって、保存もしやすいことから、授業への導入の

手がかりを得ることができたのではないだろうか。

	 実施後の感想では、中高教員のコミュケーションの場として良かった、他教科他校種の授業の実態を聞く

ことで、自教科の見直しが図れたなど、交流の機会として推進日が役立っていることを示唆するコメントや、

Jamboard が楽しかった、IC T スキルの向上につながったなど、研修としても同時に機能していたことを示

唆するコメントが散見された。

図４－１　推進日①で使用の Jamboard
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推進日②

第１回　小中高研究部会（高校主担）

日　時：６月２２日（水）１６：３０〜１７：３０

内　容：小中高連携について

目　的：校種間の自己紹介と情報交換、研究テーマを通して連携を強める

【本年度の達成目標】＊令和３年度からの継続目標

	 １）教科

新学習指導要領を踏まえ、以下の 3項目を（小）中高での関連性が明示されたコンピテンシーベース

のカリキュラムを作成

a「知識・技能」

b「思考力・判断力・表現力等」

c「学びに向かう力・人間性等」

	 ２）教科横断

	 　　グループごとに教材を作成し、実践をもとに改善

	 ３）教育研究会。

１）に基づいた実践報告を行い、中・高での発達段階による取り扱いの差異を明確に提示

	 ４）集録

上記の目標を中心とした研究成果を集録にまとめる

【今年度研究テーマ中高】第６９回コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム

　　　　　　教科会：コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム

　　　　　　小中高：コンピテンシーを軸にした小中高一貫カリキュラム

教科 参加予定者 場所

小 中 高

英語（外国語） 内田、雲材 青木、田中、寺井 立花、横山、山井、

加藤、乾

小会議室

国語 大久保、星野、金子、

本田

福西、富近、伊藤 岩崎、西村、店田、

宮川

特別室

数学・算数・情報 松村、堀田、山口 島橋、今澤、藤原 大石、深澤、武部、

松田、山本

会議室

社会・地歴公民 清水、降井、加藤、

村口

桑名、高橋、西俣 正垣、斎藤、笹川、

大満

視聴覚室

理科 國光、橋長 篠原、藤井、堀井 井村、山口、森中、

木内、南

生物講義室

保健体育 橋本、麓 武井、宇高 吉川、白石、前田、 体育研究室

芸術・美術・技術家庭科 上野、大原、井上 宣、安福、木待 古川 音楽室

養護 湊川 升谷 甲斐 保健室
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推進日③

特別支援研修（健康人権教育部と共催）

日　時：７月２０日（水）１４：３０〜１６：３０

テーマ：「高機能自閉症の理解と対応」

目　的：発達障害がある生徒に対して、教員がどう関わっていくべきかについて学ぶ。今回は発達障害の中

でも、特に「高機能自閉症」と「自閉スペクトラム症」について理解を深める。

形　式：①担任が、特別支援コーディネーターに支援を要する生徒の情報と支援の取り組みについて報告す

る。

②担任からの報告をもとに、森田先生と特別支援コーディネーターで講演内容について検討する。

③森田先生の講演を聞く。

④テーマに沿ったワークショップを行う。

⑤研修後の教員の感想を集めるためにアンケートをとる。

【研修後の感想】

	・	知らなかった情報はなかった。附高生をあてはめてイメージしにくくもあった。過去の勤務校の生徒が複

数頭をよぎった。

	・	高機能自閉症あるいは自閉症スペクトラム症について、なんとなくのイメージは持っていたが、知識とし

て改めて学ぶことができた。また、特性を持つ子どもに合った対応方法についても学ぶことができた。

	・	具体的に話すという実例を交えての講演で非常にわかりやすかった。

	・	説明内容は大変わかりやすかった。

	・	高機能自閉症について、知っている知識はたくさんあったがそれらが整理されていない状況であったので、

この研修で整理することができた。

	・	具体的な事例があり、とても理解しやすかった。本校にもそのような傾向のある生徒はおり、大変勉強に

なった。

	・	実践的な内容であり、２学期から活かせる素晴らしい講演であった。

	・	本校の生徒のことを頭に思い浮かべながら講演を聞かせていただき、今後の指導の参考になる内容であっ

た。

	・	もう少し専門的で詳しい話が聞きたかった。

	・	高機能自閉症の高機能の意味など完全に忘れていた知識もあったのでいい勉強になった。教員同士で対応

のアイデアを話し合う活動が良かった。

	・	具体的事象を例にして話が進められたので、とてもわかりやすかった。

	・	附属中も支援の必要な生徒がいるので、講演会は考える機会をいただきよかった。

グループ 中学校 高校

① 堀井、島橋、安福 岩崎、木内

② 髙橋、田中 山口、齋藤、武部

③ 福西、桑名、青木 笹川、店田、加藤

④ 廣瀬、宇髙 西村、南、前田

⑤ 伊藤、冨近 乾、山本、宮川

⑥ 宣、升谷、 大満、山井、深澤

⑦ 西俣、寺井 糠野、横山、古川

⑧ 藤井、今澤、藤原 甲斐、松田、森中

⑨ 篠原、木待 正垣、井村、白石
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推進日④

教育研究会中間発表

◆　発表教科の発表：各教科１０分の発表＋質疑応答５分　　　　　　　　　　　場所：特別室

　　道徳→保健体育→理科→社会→英語→数学　　　　　　　　　　　　　　　　時間：１６：００〜

◆　研究会実施についての方針

　　①対面実施とする

　　②コロナ感染対策を十分に行う➡︎ 大学棟西館教室を使用する

　　③発表者の授業のやりやすい場所を発表者が選択できるようにする。

図５　OECD におけるキーコンピテンシー

図６　キーコンピテンシーの考え方
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◆　資料入れとして参加者に渡すトートバックのイラストを中高生に募集し、選考を行う。

　　　中学学校カラー　　　紺色

　　　高等学校カラー　　　えんじ

　　　　　　　　　〈選考の結果〉

　　　　　　 中学２年生の作品が選ばれた

　デザイン募集（図７）を各クラスで実施。

　生徒の作品をトートバックに印字することにし

た。そのイラスト（図８）を教育研究会当日に使

用する掲示物、お知らせ分、また授業者のスライ

ドや使用プリントにも使用するよう研究部より依

頼した。
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推進日⑤

第２回　小中高研究部会（中学主担）

日　時：１０月１３日（木）１６：３０〜１７：３０

テーマ：小中高連携について②

目　的：・校種間の情報交換、研究テーマを通して連携を強める

　　　　・中学校より、自由研究の取り組みに発信し、校種間の理解を深める

形　式：①事前に teams を用いて中学校の自由研究の取り組みについて発信。

②当日の形式は教科裁量で行う。（例：授業公開の上、グループ協議など）

③当日の協議の中で、小・高から中の自由研究について意見をもらったり、小や高の取り組みにつ

いて紹介していただいたり、中の教員からゼミ指導の実際について話したりするなど、話題のひ

とつとする。協議についての記録は、原則中学校教員で行う。

＊中学校の教科主任の先生方は、小・高の先生方に日付・時間・場所の連絡をお願いします。場所

は各グループで都合の良いところをおさえ、福西まで連絡をお願いします。

【各教科グループの報告より】

	 中学校の自由研究の取り組みに関する情報共有では、各校より、生徒の実態に応じた探究的な活動の現状

と課題について議論が行われた。たとえば、小学校では自由研究そのものを行うことはカリキュラム上、設

けていないが、各教科の学習過程や、防災を主軸とした宿泊学習などの中で、探究的な活動が設定されてい

ることや、中学校では一人で研究を進めるのに対し、高等学校ではグループでの課題研究が行われているこ

となど、小中高の縦軸を意識した探究的な活動を考える機会となった。

	 また、教科グループでの議論であったことから、各教科特性からみた探究的な活動についても議論がなさ

れた。たとえば、国語科では発表のスキルの高さが目立つが、一方で質問・批判のスキルがそれに伴ってい

ない課題があることや、保健体育科では高校の課題研究においては、体育・スポーツに関する研究がなされ

ていないことなどが明らかとなった。

	 最後になるが、各校の探究的な活動については、まだまだ情報共有の余地はあり、実地研修なども含め、

活発に交流することが今後も必要であると考える。

教科 参加予定者 場所

小 中 高

英語（外国語） 内田、雲材 田中、青木、寺井 立花、横山、山井、

加藤、乾

小会議室

国語 大久保、星野、金子、

本田

福西、富近、伊藤 岩崎、西村、店田、

宮川

特別室

数学・算数・情報 松村、堀田、山口 島橋、今澤、藤原 大石、深澤、武部、

松田、山本

会議室

社会・地歴公民 清水、降井、加藤、

村口

高橋、桑名、西俣 正垣、斎藤、笹川、

大満

視聴覚室

理科 國光、橋長 篠原、藤井、堀井 井村、山口、森中、

木内、南

物理実験室

保健体育 橋本、麓 武井、宇高 吉川、白石、前田、 体育研究室

音楽・美術・技術家庭科 上野、大原、井上 宣、安福、木待 古川、 美術室

養護 湊川 升谷 甲斐 保健室
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推進日⑥

教育研究会　１１月１２日（土）

　　　　　 研究主題

『コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム』

数　　学　　テーマ：活きてはたらく数学的資質・能力の育成

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：大阪大谷大学　准教授　竹歳　賢一先生

英　　語　　テーマ：CLIL のアプローチを取り入れた授業実践

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：上智大学　教授　池田　真先生

社　　会　　テーマ：公民的資質・能力の育成

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：兵庫教育大学　副学長　吉水　裕也先生

理　　科　　テーマ：６年間で育成するコンピテンシーの体系化と実践

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：大阪教育大学　教授　仲矢　史雄先生

保健体育　　テーマ：対話による体育的資質能力の育成

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：大阪教育大学　教授　赤松　喜久先生

道　　徳　　テーマ：教師と生徒が＜よりよく生きる喜び＞について共に考える道徳授業

　　　　　　　　　　　　　　　指導助言者：四天王寺大学　教授　杉中　康平先生

め、活発に交流することが今後も必要であると考える。 

 

推進日⑥ 

教育研究会  11月１２日（土） 

研究主題   

『コンピテンシーを軸にした中高一貫カリキュラム』 
数  学  テーマ：活きてはたらく数学的資質・能力の育成 

指導助言者：大阪大谷大学 准教授 竹歳 賢一先生 

英  語  テーマ：CLILのアプローチを取り入れた授業実践 

指導助言者：上智大学 教授 池田 真先生 

社  会  テーマ：公民的資質・能力の育成  

指導助言者：兵庫教育大学 副学長 吉水 裕也先生 

理  科  テーマ：６年間で育成するコンピテンシーの体系化と実践 

指導助言者：大阪教育大学 教授 仲矢 史雄先生 

保健体育  テーマ：対話による体育的資質能力の育成 

     指導助言者：大阪教育大学 教授 赤松 喜久先生 

道  徳  テーマ：教師と生徒が＜よりよく生きる喜び＞について共に考える道徳授業 

指導助言者：四天王寺大学 教授 杉中 康平先生 
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〈各教科　授業者と内容〉

数学

司会 :

本校教諭

大石 明徳

総合的な統計的問題解決能力育成を目指す授業モデルの開発

授業者 :今澤 宏太（中 1 ∕数学）

本実践は、「D: データの活用領域」において、学習指導要領に掲げられてる統計的探究プ

ロセス (PPDAC サイクル）のうち、教科書において重点的に取り扱われている「Analysis」・

「Conclusion」の相だけでなく、その前段に当たる「Problem」・「Plan」・「Data」の相にも

注目し、コンピテン シーベースの教材のもとで、総合的な統計的問題解決能力を育成す

ることを目指す。

３次方程式を用いて三角比の表をつくる

授業者 :武部 真子（高Ⅱ∕数学Ⅱ）

数学の教科書には、当たり前のように記載されているがその経緯が述べられていないこと

が多々ある。また、それに対して疑問を持つ生徒も少なからずいる。今回の授業では、生

徒が 1 年時から抱いていた疑問を、3 次方程式を用いて解決できないかを試みる。課題に

対して様々な道具を活用しながら粘り強く考察し、生徒が主体的に数学的活動を行うこと

を目標とする。

英語

司会 :

本校教諭

田中真理子

CLIL 型学習による、主体的対話的で深い学びを生む授業実践

授業者 :青木 宏明（中 3 ∕英語）

教科書の発展学習として、CLIL を取り入れた授業展開のもと、オーセンティックな教材と

して映画を用いた授業実践を行う。映像から 1850 年代のアフリカ系アメリカ人の生活や

差別と闘う人々の心情を読み取ることで、生徒の興味を喚起しつつ、他者・異文化への理

解を深める。最終段階として、現在も存在する様々な差別に対して、自分事として何がで

きるのかを深く思考し、「私の I Have a Dream」スピーチへとつなげる。

CLIL を通して社会的問題について考えることを促す授業実践

授業者：山井 惇平（高 I ∕論理・表現 I)

アメリカの人種差別について中学校で学んだことを深めるために、協同学習と CLIL を基

調とした授業を通して、他国で起きている同様の問題を題材にした授業を展開する。南ア

フリカのアパルトヘイトについて学んだ後、生徒にとって身近な教育の観点から南アフリ

カで起きている社会的格差について考えさせる。一連の授業の総括として、差別とは何か

を自身の言葉で説明する活動を行う。

社会

司会 :

本校教諭

正垣 裕介

政治的リテラシーの獲得を目指したパフォーマンス課題の開発と実践

授業者 :桑名 恵美（中 3 ∕社会）

社会構造が急速に変化する現代社会において、正確な情報を自ら得て理解し、それを他者

に論理的に伝え共有することは重要である。そこで公共放送番組をつくるパフォーマンス

課題を設定する。仲間と社会的事象を多面的・多角的に見つめ、それを他者に正しく・公

共の精神で伝えることを疑似体験することで、より良い社会の実現のために社会に参画す

る態度と能力を育成することを目指す。

コンピテンシー分析に基づく減災型社会構築のための防災教育

授業者 :大満 秀一朗（高 I ∕地理総合）

地理総合における防災・減災教育について、コンピテンシー設計を意識した授業実践を行

う。防災教育を学んだ生徒は、1SURVIVOR となるため、2SUPPORTER となるため、3 市民力

を育むための地理的アプローチを考え、災害リスクに対して、プロセスや対策のみならず、

社会的なリスクも発見・分析し、地域を考察できることを目指していく。
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理科

司会 :

本校教諭

藤井 宏明

童謡・唱歌を気象的観点から分析・表現する授業の実践

授業者 :堀井 久嗣（中２∕理科）

科学的な事物・現象について学習する過程において、身近なもの・ことを分析して自らの

言語で表現するということは、理解を深めるうえで重要な事である。そこで、童謡・唱歌

を題材として歌詞の分析を行い、それをグループで考えながら分析を発表するという授業

を行う。この授業を通して、身近な題材を活用することで、日頃から自然について考える

事の重要性も促していきたい。

中学校での学びを踏まえてより詳細に「力のつり合い」を 分析・表現させる

授業の実践 授業者 :山口 耕司（高Ⅰ∕物理基礎）

附属天王寺中学校では「力の矢印の言語化」に重点を置くなど工夫された指導法が実践さ

れている。この中学校での学び方との接続を意識した授業展開を試みる。具体的には、2

つの磁石を近づけて机上に置いた際の力のつり合いやつり合いが破れた際の運動の仕方に

ついて観察事実を丁寧に言語化させ、グループで共有・考察させる。発表活動を通じ、「課

題解決」のための資質・能力を育成する。

保健体育

司会 :

本校教諭

前田 翼

中高連携に基づく保健体育の授業 〜 球技 ∕ ゴール型 〜

授業者 :武井 浩平（中３∕保健体育）

中高連携で取り組んでいる、個人やチームの課題解決の取り組みを、バスケットボールの

授業で行う。今回はゴールから少し離れた範囲であるペリメーターの攻防を工夫すること

で、話し合いを活性化し、技術から技能への成長を試みる。

課題解決学習を中心とした男女共習の授業実践

授業者 :吉川 智貴・白石 大悟（高Ⅱ∕体育）

共生社会の実現に向けて、科目体育では男女共習での授業が求められている。そこで今回

は、男女共習でのゴール型球技「アルティメット」の授業実践の報告とネット型種目の授

業実践を行う。本実践では、課題解決型学習を授業の中心とし、チームでの話し合いや活

動を行うことを通して、課題発見力や働きかけ力、計画力などの社会人基礎力を育成する

ことを目指す。

道徳

司会 :

本校教諭

安福 華世

教師と生徒が〈よりよく生きる喜び〉について共に考える 道徳授業

授業者 :篠原 孝雄（中３∕道徳）

修学旅行とのカリキュラム・マネジメントを図り、内容項目 D- (22)「よりよく生きる喜

び」において、誰に対しても人間としてのよさを見いだしていこうとする態度を育てるべ

く、道徳科の授業を設計した。授業で扱う教材「二人の弟子」は長編のため、中学生が理

解し、深めていくには難しい内容であるが、登場人物の心境やその動機を探っていくこと

で、本授業のねらいに迫りたい。
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全体会スライド：

令和５年度教育研究会予告

　　１１月１１日（土）予定

　　授業実施科目：数学、国語、社会、理科、美術（予定）

　➡︎　来年度教育研究会には決定事項を随時、ＨＰでお知らせ
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　　当日使用スライドより抜粋

参加者　約 83 名

（内、現職 61 名）
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高Ⅰ効果量 高Ⅱ効果量 高Ⅲ効果量

2．コンピテンシーの評価 ～ Ai-GROW の活用～（高等学校の取り組み）
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図２


